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I.序論
1.研究の呂的
もともと根本仏教において袈裟の根本精神は衣服に対する報暗から切り放せること
にあったO そうした意味で糞掃衣は修行者にとって最も相応しい衣服ではあるが、そ
の反面、人間には華麗な衣服を着たいとしづ相反する心理が存在するのも事実である乙
初期仏教においては修行にウェートが置かれており、袈裟はすなわち衣販であるため、
修行者が派手な袈裟を着るということは想像できない。しかし北方の大乗仏教圏にお
いては袈裟が日常の衣服ではなく、特別な仏教行事や儀式などに使われていたので、
そこに何らかの権威を与えるために華麗な袈裟を着るとし＼う文化的な心理が生じ得た
のであろう20
一定した g形式’を通じて ε内容’を規定しようとする意図というのは、世に広く
通用する一般的原理でもある。中国初期の禅宗では本来、伝法という内容をもっと明
らかに規定するために伝衣としづ形式が用いられた。しかし後代になってから
とし1う形式を通じて伝法という内容を証明しようと試みていたことがわかる。
係において特定の袈裟を授受するということは確かにその当時におし
な意味を持っかもしれない。
大韓仏教曹渓宗では平常、赤褐色の袈裟が用いられているが、
の時には三師七証の戒師たちが黄色の袈裟と法衣を着ることになっている30 子
2井筒罰風氏， f法衣史』（雄山閣，1982),pp.36～38によると、袈裟が華美になったのは、中国東
晋以後、国家の権力と結び付し、た僧官制度の発達及U潔政一致による皇帝菩薩の登場に起因す
るとみている。
3大韓仏教曹渓宗戒壇委員会で刊行した『単一戒壇二十年』位001年出版）の中には、 82年から第
3会単一戒壇、第2会具足戒［黒自写真なので樽ーやかではないが、黄色であることが明らかであ
る］の写真の中に、 3師7証の瑚市たちが黄色の袈裟を着用した姿が初めてみられる。第4会以
後のものはカラー写真であるから黄色の袈裟が鮮やかに撮られている。単一戒壇は12.7法難以
後、曹渓宗僧侶のアィデ、ンティティー の確立のため、 81年通度寺で、成立したが、これをきっか
けに、授戒儀式の時に金繍袈裟の使用が一般的となった
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の袈裟の思想的由来は果たしてどこにあるのであろうか。もしこれが釈尊の金禰袈裟
と結び付いて作られたのであれば、この金構袈裟が歴史的にどんな意味を有するのか
といったところを考察してみたいと思う。とりわけ本稿では袈裟が持つ本来の精神と
大乗仏教習において金欄袈裟が発展可能となった文化史的背景［心理］は何であろうか
という点を探ってみることにする。
2.研究の方法
これまで金構袈裟に対する大部分の研究は仏執怪論などのいろいろな資料に表れた
根拠を中心にして幾つかのテーマで、試みられてきた。特に松村薫子氏の「金欄袈裟の
展開jは印度＠中国に渡って、地域的な側面から金欄袈裟がどう展開されたのかを総合
的に研究した資料と思われる。また尾崎正善氏の「伝衣説の変遷過程についてJでは
中国仏教禅宗において袈裟がどうし1う意味合いで伝えられたのかという点を扱ってい
る。勿論ここでは金欄袈裟と直接の関連性はないようにみられるが、伝衣の心理的背
景には金欄袈裟の意味合いが隠密に内在しているとみることができる。そして）1口高
風氏の「迦葉伝衣非金繍排をぬぐる論争jでは18世紀日本で展開された金欄袈裟に対
する論争を扱っている。
以上、金調袈裟に関する幾つかの主要論文をよくみると、歴史的な展開過程としての
金禰袈裟と関連した問題はいろいろ扱われているが、仏教本来の戒律精神に相反する金
禰袈裟がどんな理由で発展するようになったのかという文化史的な背景を探るには十
分ではないと思われる。ただ文化としづ現象は時代的な産物であるため、単純な視覚か
らそれらの是非をただすことはできない。従って文化史的な視覚から金欄袈裟の展開過
程を考察して行くのであれば、金禰袈裟に関する価値基準が自然に整えるのではなし 1か
思うのである。こうした研究の目的を果たすために、日朝tや地域というところからみて
文化伝来の逆順で、金繍袈裟に関わった諸問題を追究したいと思う。なぜなら、韓国文化
に現れる金禰袈裟は中国から伝わったもので、あり、中国はまた印度からその文化が各々
伝わったので、あるから、その伝来の逆！｜慎で金欄袈裟に対する文化史的な心理［背景］を探
ることが本研究において適合な方法であると考えられるからである。
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袈裟の展開と金禰袈裟の意義
1.袈裟の展開
シッダーノレタ太子は二十九歳の時、馬子のチャンダカ［αm出ka］と一緒に真夜中に
カピラヴ、アスツ［Kapil制部制］城を越えて明け方に国境で、あるヤムナー［Yamuna］の川
端に到って自ら削髪し、出家した。この時近くにいた狩人と偶然会い、彼の樟棲に着
替えたという。以上は仏典文学家たちが潤色を加えた作り話に過ぎなし、かもしれない
が、しかし釈尊は当時の出家修行者たちが一般に着用していた按棲を使って六年間を
修行することとなったので、あり、この時、大部分の出家修行者たちはまだ整っていな
い糞掃衣を身にかけて乞食をしながら各々修行したであろう。
釈尊はブッダガヤー［Bud品a-gaya］で、正覚を成し遂げてから鹿野苑で、五比丘に対して
初転法輪を行ったが、彼らは阿羅漢の覚りを成就し、やがて仏教教団が形成されるに
到った。仏教教団では初めの頃、定まった格式のない、他人の使い捨てた布切れで作
られた糞掃討を着ていだとしづ。出家した比丘たちが糞掃衣を着ていたのは衣服に対
しての食着する心を切り捨て、倹約する生活を営むことによって、修行に専念するこ
とができるからである。糞掃衣に関しては経蔵、律蔵の到る所に書かれているが6、そ
の中で糞掃衣の功徳を強調している『大宝積倒には次の文章がみられる。
迦葉、糞掃衣は是れJお撞なるは、以て大仙人なる故なり。是れ姓なるは、以て聖人なる故な
り。是れ安住なるは、以て聖種なる故なり。是れ専念なるは、以て留去の儀式なる故なり。
是れ善護なるは、以て戒衆なる故なり。是れ向門なるは、以て定衆なる故なり。是れ安住な
るは、以て慧衆なる故なり。是れ身なるは、以て角朝見衆なる故なり。是れ.）I慎法なるは、以て
解脱却見衆なる故なり 70
4 w摩詞｛曽抵律』伏正蔵22,p.357a)糞掃衣者里巷中葉弊故衣取前完補染受持是名糞掃衣
5李太元， 『初期悌教教関生活~ （雲住寺，2000),p.138 
6 w大宝積経』，『摩書可僧祇律J，『寸イ主毘婆；先制などに書かれている。
7 w大宝平戴到巻第114伏正蔵12,pp.6必c～647a)迦菓糞掃衣是出也以大仙入札是姓以聖
人故。是安住以聖種故。是専念以劃封義式故。是善護以戒衆故。是向円以定衆故。是安住以昔、
衆竜丸是身以解脱衆故。是）｜慎法以角朝駄目見衆故
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上記の引用文は糞掃衣が持つ象徴的な意味だけでなく、後になってから修行者たち
が着用するようになった一般的な袈裟の真の意味を最もよく表現していると考えられ
る。上からみたように、糞掃衣は真理の象徴であり、五分法身香を具現する解脱衣と
いえよう。比丘が糞掃衣を受けることによって大きな福徳を得、希求することもない
し、食着することもなく、倣慢な心をも捨てられるのであるから日、実に修行者が着る
に相応しい衣装であるといえる。こうして糞婦衣を着服して修行に専念すると、あら
ゆる諸天と竜神たちが喜び、合唱して帰依すると言己主している。従って初期教団にお
いての糞掃衣は比丘が着用する衣服として最も尊いもので、あって、出家者は糞掃衣に
依存して命が尽きるまでこの条項を守るために努力すべきであると強調している。
さて教団の構成員が段々増えていくにつれ、糞掃衣の材料を手に入れることが難し
くなった。また経済が大規模になり、信心ある信者たちが比丘に袈裟を供養したがる
傾向も生じるようになった9。こうした時代の流れに伴い、釈尊は方便の上、檀越たち
から布施としての袈裟を受けることを許したが、これは袈裟に込められた本来の精神
には違反しないとみるべきであろう。ある時期まで、は糞捕衣と信者たちが布施を行っ
た衣服を比丘各々の状況に合わせて自ら選び取って着ていたが、 JO教団の成立後、檀越
が布施したものを使い、格式に従って比丘自身が直接袈裟を作るようになった。この
ように格式の整った袈裟が段々制定されるようになり、他の宗教集団の修行者たちと
確然と区別できるような仏教教団の服装［回世orm］が成立し、その伝統が今まで伝えら
れてきたわけである。
2.金禰袈裟の意義
金禰袈裟は金色袈裟、金楼袈裟、金色衣、金色艶衣、黄金艶衣、金色艶などとも呼
ばれる。金欄袈裟の意味はおおよそ三つに分けて考えることができるであろう。まず、
金欄袈裟の材料である‘金禰’においては、作り方によって若干その意味を異として
8向上， p.647a.
日前有伝大蔵経.］ 3巻，pp.490～491.
10『四分律』伏正蔵22,p.854d自今巴去。開器者比丘欲著檀越施衣欲著糞掃衣者関意著。爾時
世尊獣然可之。
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いる。一般に金繍は予言地に金糸で、柄を織り込んだ、織物’ Iとある。あるいは金禰とは
4く金箔を貼った紙を裁断して糸状にした〉平金糸を織り込んで文様をあらわした織
物＇ 12とし 1う定義もある。すなわち、金禰の作り方としてはいろいろ方法があるであろ
うが、一般的には金糸を使って織物を作る場合、それを金欄の範曜に入れることがで
きるといえよう。
次に『法苑珠林』第35巻「法服篇jに示された、中国の文化的背景の中で成り立っ
た金禰袈裟の原材料である絹についての資料を検討してみる。 r;去服篇」く感応部＞
の道宣律師と関連した項目に次のような内容が出てくる。
釈尊は文殊菩薩にこう言った。“貴方は神通力を使って彼の祇園精舎の中堂西側の宝楼に行き、
私の珠玉函を大衆に見せよう。”く樹神が迦葉仏の遺物で、ある珠玉閣と絹の僧幼時さを釈尊に伝
えf:_oすると、…釈尊は樹神にこう言った。“…先老たちによると、‘あらゆる仏たちは世
の中に出現し、絹製衣装を身にかけない。’どうして生き物を殺して作ったものを着ろという
のヵ、”くこれに樹神が説明する〉そこには律織及。守聾識とともない、迦葉仏の遺教がすべて
入っている。そして僧幼時出こは彼の仏嫌が直接書かれた遺書があり、樹神に付属し、それを
和こ伝えることを頼まれたのである。その迦葉仏の遺志には‘私が最初に出葦した時に、大党
天王があの糸を私にくれfこ。これは変化により生じたものであり、蚕から取り出したもので
はない。党天王は縦糸を布施し、また堅牢地神王は横糸を布施した。これらの両布施により
法服となったので、あるから、こうした因縁により、今私にくれたのー である。”rn
続し 1て錦衣は“釈尊が成道してから後にあらゆる国に彼の糸が生産されるであろう。
それは蚕を殺して得たものではない円と強調している。そしてまた絹は“本来蚕の口
から出たものではない。関浮提及び大州の外界にある千八百の大国ではすべて絹と糸
を使うのであるが、それらは女性の口から出たものであり、蚕の口から出たものでは
ない。これは生きとし生けるものに害を与えないためであり、福業の感応によって女
11『新版禅学大辞典』煉京；大修館書店，2000),p.239 
12小笠原1j根氏，『日本の美術』第230号｛松村薫子氏，「金欄袈裟の展開J（密教図像／密教図像学
会19,2000), p.12｝から再引用
13『槻臼朱林』巻第35伏正蔵53,p.561a)この本は唐の道世が著したもので、一種の百科事典で
あるが、上記の内容は歴史的事実というより、当時中国の文化的背景が基盤となって作り出さ
れたものと瑚卒される。
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性の口から出たものである”と再び強調している。恐らくこれは中国人の文化 ・意識
の中に投影された現象で、金欄袈裟を認定・受容する過程において、錦衣の着服を合
理化する論理にしか考えられない。続いて上記の資料によると、釈尊はゴータミ
[Gotarぜ］が供養した金欄袈裟は受けなかったが、この絹で作られた迦葉の遺物である
僧伽梨は受けている。
次に金欄袈裟は袈裟の色によってつけられた名称で、ある可能性について考えること
ができると思う。なぜかというと、袈裟とは布地によってつけられたものではなく、
袈裟［K均五ya］という色の意味合いによってつけられた名称であるからである。ところ
で大体に金欄袈裟とは袈裟の製作に用いられた織物の材料［金欄、絹］によってつけら
れた名称と考えるのが東洋における三国の一般的傾向で、ある。しかしこの場合、袈裟
の色相が金色系統の何らかの織物を用いて作られたものを金欄袈裟と見倣したのでは
なし、かと思うのである。なぜならばパーリ蔵怪である南伝には金欄袈裟としづ用語が
表れないが、同経典の北伝『阿含経』にはこの用語が沢山出てくるからである。すな
わち一般に印度における袈裟の色は黄色であるが、 『中阿含経』の中にゴータミが釈
尊に新たに作った袈裟を供養しようとしたものを中国で訳経する過程で金欄袈裟であ
ると、その特別な意味を与えた可能性を排除し難いものがあるのである。
次に華美な袈裟、とりわけ皇帝や王から下賜された袈裟を金欄袈裟と呼ぶ場合があ
る。中国や韓国は護国仏教になると、王から袈裟を下賜されることによってそこに特
別な意味を付与するようになったが、それは紫衣もしくは金欄袈裟と呼ばれるように
なった。
m.金禰袈裟に関する地域的特徴
1.韓国仏教における金欄袈裟
1）金欄袈裟の入手経路
韓国仏教史において初めて金欄袈裟と関連’性を持つ人物は慈蔵法師（590～658）で、あ
る。 『三国遺事』巻第4「慈蔵定律Jによれば、慈蔵は唐貞観 10年（636）に清涼山［五
台山］に入札文殊大聖の塑像の前で真心で祈祷し、膜想した。ある日、塑像が彼の夢
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に現れ、額を触り、党語の偶煩をあげたが、慈蔵はその意味がわからなかった。翌日、
ある僧侶が彼のところを訪ね、この偶頒を解釈してくれた。“たとえ万法を学ぶとして
もこれより優ることはない”といったその僧侶は袈裟と舎利などをあげて姿を消した
としづ。この「慈蔵定律Jで、は異僧［文殊菩i掴から袈裟と舎利を受けた事実を単純に記
述しているだけで、その詳細を知ることはできない。しかし『三国遺事』巻第3「前後
所蔵合未iJ」条には、上記の内容と関連して次のごとくの言己主が示されている。
善徳王の代、貞観十七年笑卯（643）に慈蔵法師の持らす所の傾骨・仏牙・仏舎利百粒・仏
が着たる所の緋羅金点の袈裟一領あり。その舎利は分ちて三と為し、一分は皇竜［寺の九層］
搭に在り。一分は大和［寺の］搭に在り。一分井びに袈裟は通度寺の戒壇に在り 14。
上の《釈尊が着用した金禰袈裟［B.C.約 5世紀明’がいつ、どうやって中国に伝えられ
たのであろうか。釈尊の時代から 643年に慈蔵法師がこの金欄袈裟を手に入れるまで、
約 1200余年が経ったわけで、ある。慈蔵法師がこの金欄袈裟を得た背景においては、文
殊菩薩の塑像に祈祷して夢の中で加被を受け、その翌日また異僧［文殊菩薩の化身］が
現れ、この金欄袈裟と舎利をあげたというのであるが、これらの神異的な事件は宗教
的側面からは納得し、かないわけでもないが、それを史事として受け入れることはなか
なか難しいといえるであろう。
慈蔵法師が中国五台山で文殊祈祷を通して釈尊の金欄袈裟が得られたとし、う設定が
可能で、あった心理的・文化的な背景［モチーフ］は何であろうか。仏教の説話には祈祷の
報いとしてこうした加被を受けるとしづ事例が頻繁に挙げられている。 15ここでは慈蔵
法師が祈祷を通じて袈裟を得られた動機を文化的背景の中で考えてみることにする。
慈蔵法師は修行中、三度目にわたって王からの許可を得るので、あるが、その第一は出
家の許可で、あった。善徳女王から与えられた宰相とし、う地位に彰L着せず、 出家を決行
する。この過程を通じて修行の願力が成就する。そして智恵女王5年には唐への留学
14『三国遺事』巻第3「前後庁雨量舎利」（韓国仏教全書6,p.325上）留意王代貞観十七年笑卯慈
蔵湖市所競｛弗頭骨，悌牙，｛弗合判百粒，傍所着制耀金思議裟ー領 其舎利分矯三 一分在皇龍
寺一分在大和寺 一分誼袈油生通度寺戒壇
15真表律師の場合、不思議房で精進し、初めには慈蔵菩薩から浄戒を受け、 再U明執菩薩から簡
子を受けf4, 『三国遣事』巻第4「異表伝簡J（韓国仏教全書6,p.350中）
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を決心するのであるが、とれもまた女王の許可を得ることになる。この留学は個人的
修行のみでなく、当時の国家的苦難の対策ともかかわった留学で、あったともいえるで
あろう。当時、新羅は四方の敵国からの絶えない侵略に苦しんでおり、その難局を打
破しなければならないという大きな課題を抱えていた。一方、新羅人は自分たちの国
が釈尊以前の時代から仏縁が深いところであると信じていた16。“慈蔵法師は華厳思想
によって新羅の国土を荘厳するとしづ国土観”17を持っていたために、文殊祈祷を通じ
て釈尊の金欄袈裟を直接受けたとしづ設定が護国思想、としづ文化的動機として働いた
のではなし1かと考えられる。最後に、真徳女王代に大国統としづ職を百判壬し、修行に
もっと専念するため、王からの許可を求めた。以上からみたように、慈蔵法師が五台
山で文殊祈祷を通じて袈裟と舎利を受け、また聖人の授記を与えられるとしづ設定は
個人的修行の次元を越え、護国・護法的な大乗・利他の実現のためのもので、あったこ
とがわかる。
2）金欄袈裟の伝承と関連した問題
まず最初に、慈蔵法師が通度寺戒壇に安置したとし1う金欄袈裟は後代どうし、う風に
伝えられているのであろうか。 『通度寺事蹟記』によると、高麗の光宗（949～975）が
通度寺に安置された釈尊の金欄袈裟を見物しようとしたが、その志を果たすことがで
きなかったとしづ記録がみられる。この袈裟はまた倭賊の侵入で、高麗時代に別のとこ
ろに移されたという。 『李鍾益全集』によれば、 “倭賊が来てこの宝物を盗み取ろう
とするということで高麗の隅王 5年（1379）に通度寺の住職である月松大師が仏頂骨と
舎利 4科及び菩提樹（員葉）若干をソウル（開京）の松林寺に持ってきて奉安したことが
16『三国遺事』〈迦葉仏宴坐石〉によると、この石が皇竜寺の裏庭にあったというのは、新羅が過
去仏と因縁があることを表わす。また首都の名を徐羅伐［印度の地名である舎衛捌から借用し
たことや、真徳女王の名を勝重と言うなど、新羅人の仏国土観の断面を覗くことができる。（韓
仏全6,pp.318中～319上）
17仏教新聞出肩，『韓国仏教人物思想、史』（民樹土，1997),p.30慈蔵湖市が大国統に任ぜられ、皇
竜寺の九層塔を完成させたことや、僧尼の規範を統制し、僧団を浄化したこと、また八開会な
どを開いて民衆を教化したことなどは、すべて新羅を仏国土化するための実践で、あったといえ
る。慈蔵1却市が夢に中で、文殊大聖から受けた働演は“了知一切法自性無所有知是能出生即
見直合那”とし、う文句であるが、その中には彼の華厳観がよく示されていると考えられる。
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ある” 18と言己主している。袈裟と舎利に関わった法難については『韓国の寺素lj』4『通
度寺』に、舎利と袈裟が安置された“この金剛戒壇は幾多の変化を経てきた。盲信者
たちのせいで一般人に公開されたり、倭敵の侵入によって、その神聖さが侵害される
こともあった”と示されている190 しかしどんなルートを通じて金禰袈裟が再び通度寺
に安置されたのかを知ることはできないが、現在通度寺には釈尊が着用していた金欄
袈裟と慈蔵律師の袈裟が宝物として伝えられているとしづ。
二つ目に、慈蔵法師の袈裟は具体的にどうし、った経路で伝承されたのかという由来
についてはまだは明らかではない。 『三国遺事』巻第四に、“貞観17年（643）に本国の
善徳王が中国に上表文を送りく慈蔵法師を＞帰らせることを請じた。唐の皇帝はそれを
許可し、彼を王宮に招き、絹一鈴と雑綜五百端を下賜し、また東宮からも絹二百端と
多くの礼物を授けた”と記録されている。通度寺に所蔵された慈蔵法師の金欄袈裟は
これらの絹を使って作られたのか、あるいは善徳王から特別に賜ったもので、あるかは
わからない。 また浄厳寺にも“慈蔵法師の袈裟があるが、これは24条で、新羅の第27
代善徳女王が唐の太宗19年（945）に下賜した錦欄袈裟”20であるとしづ。この袈裟は通
度寺に所蔵された慈蔵法師の金欄袈裟とは違う種類のものに間違いない。なぜなら通
度寺に所蔵された金欄袈裟は四丈一端の二十五条なる袈裟で、あって、黄地の絹に、雲
紋が飾られており、大袈裟の四つのふちには青地の絹に銀点で、蓮華上にom字が巧みに
縫い取られているからである。
次に、西山大師（1520～1604）の金欄袈裟について調べてみると‘妙香山円寂庵で晩
年を過ごした西山大師は入寂の前、自身の衣鉢と宜主且から下賜された教旨を頭輪山大
竜寺に伝えることを遺言した。それに従って弟子たちは金欄袈裟と玉鉢など、大師の
遺品を大竜寺に移して奉安した’という21記録がある。この金欄袈裟は壬辰倭首L（日本で
18『李鍾益博士全集』第2輯「海東高僧伝，寺季l縁起説話J'p.516.上記の内容は科書の 『梁州通
度寺釈迦知来舎手iJ言anに基づいたものである。この他に、通度寺の袈裟と関連した資料として
は『通度寺事蹟記』、 『通度寺舎和良裟事蹟略鉄』などがある。
19韓国仏教研郊完著、韓国の寺利 4，『通度寺』，一志社p.19
20石宙善，『韓国月隠市史』（ソウノレ；宝晋脊，1985),p.456この袈裟は条数を間違って計算したか、
あるいは童嵩呉のある記事であろう。なぜなら袈裟の条数は偶数でなければならないとしづ律蔵
によれば、間違っているからである。
21 ~主主0 1 虫色ラ型呈 155， 『大興寺』 伏国社， 2001),pp.113～114, 
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は文禄・慶長の役と呼ばれる）が起こるや、西山大師が義僧軍を率し、て倭敵を退けた功
績で宜祖から下賜されたものである。現荘、西山大師の遺物で、ある金欄袈裟［240×90]
は黄絹金糸のもので、海南大興寺の中の表忠嗣目録に登録されている。そして密陽の
表忠洞には宜祖が西山大師に下賜した金欄袈裟［240×90］と法衣が重要民俗資料 29号
として保管されている。上記のような金欄袈裟は王から特別に下賜されたもので、護
国仏教的な意味が強く内包された象徴的遺物といえる。
2.中国仏教における金欄袈裟
中国仏教史において金欄袈裟の展開の問題は玄奨（600～664)の『大唐西域記』から
始まるといえる。 『大唐西域記』第九巻には、“我れ今将に大浬繋に入らんと欲し、諸
の法蔵を以て汝に嘱累すべし、住持し宣布して失墜有ること勿れ、嬢母が献ぜしとこ
ろの金纏の袈裟は、慈氏の成｛弗するにいたるまで、留めて以て惇へ付せよ、”22と示さ
れているが、ここで玄奨は釈尊が義母のゴータミから金欄袈裟を受けたことを史実と
して見倣している。また釈尊が入寂の前に袈裟とともに正法を迦葉に托したことをも
歴史的史実として認めている。以後、中国人はこれらの記録を史実として認識するよ
うになった。つまり以後これは、 『景徳伝灯録』、 『光灯録』、 『仏札統治U、 『伝
法正宗言己』などにそのまま伝承されている23のである。
1）達摩大師の所伝袈裟
で、は達磨大師が中国に伝来した袈裟はど、んなもので、あったかについて考えてみると
とにする。これに関しては、 『曹渓大師伝』には次の如くの内容が記載されている。
五祖弘忍大師がそこでく達磨大師から〉イ云わった袈裟をやがて慧能に渡るや、慧能大師はその
ままこれをもらった。 …この袈裟は中天［中印度］の布で、あって、党語では婆羅那’であり、
康幸文献研究会，『大草寺誌』（1997),p.261. 313 
22『大唐西域記』第9巻げて正競51,p.919c）我今時欲入大浬拡以諸淘昆嘱累於汝。住持宣布
勿有失色旗母所献金纏袈裟慈具成｛弗留以惇付。
23川口高風氏，「迦葉伝衣非金欄弁と伝衣証の論争J｛『印度学仏教学研究』 62(31-2),1983},p.723 
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唐の言葉でば最も良い布’とし、う意味である。これはオ寸県花で作られるが、入った時はわから
なし、240
上記の内容のみでは、この袈裟が金欄袈裟か否か明らかでない。ただ袈裟が生産さ
れたところが中印度のベナレスであるということと、材料が絹であること25だけがわか
る。 II-2「袈裟の意義」ですでに言及したように、もともと袈裟は衣服を意味するの
ではなく、カーシャーヤ［K均五ya］としづ色相を意味する。しかし上の記述だけでこの
袈裟がどんな色で、あったのかを推定することはできなし＼260上からすで、に言ったように、
中国仏教史において最初に中国人に金禰袈裟に対する強し、印象を与えたのは玄奨の
『大唐西域記』で、あったで、あろう。しかも釈尊が入寂に際して正法と金禰袈裟を伝え
たという内容を史実として記述されている。これは印度仏教史及び、大小乗のし 1かな
る経典からみても史実ではないことは誰でもわかると思われるが、 しかし玄奨以下の
中国人の文化的心理の中にはこれを歴史的真実として受け入れられたということが重
要である。たとえ幾つかの経典によると、釈尊の金欄袈裟が迦葉に伝えられ、弥鞠菩
薩が成仏するまで鶏足山の中の保管されたとあるが、釈尊の教えは面々と師資相承さ
れたと信じたがるのが中国禅宗においての文化的心理といえよう。だとすると、中国
禅宗の初祖である達磨大師が伝えた袈裟はその教えとともに釈尊が迦葉に伝授した金
欄袈裟に相応する意味を持つとみることはできないのでろうか。もしこの袈裟が金欄
袈裟に相応する意味を持たないとすれば、中国禅宗において伝法の保証手段として伝
衣とし、う技法に報L着しなかったで、あろう。
24『曹渓大町云』忍大師即特所惇袈裟怖E大師遂頂戴受之ー・是中天布党云婆羅那唐言第一好
布是材申花作時入不識（ 『慧能研究』，p.35）上論文から再引用。
25釈尊功5出家する前の太引っ時こ、ベナレス市で生産される最新肱織防司乍られた月航、けを着てし、たと
いう述↑裏が『哨可含捌 「葉樹到何回寵l,p.607c）と南云『電器1経典』 3,p.38にみられるが、この
織防防再で、はな仇たで、あろう。御酒担こ伝わったのは漢以後で、あるが、絹の作り方秒間に漏れた
のは酢コある公主によってで、あったとしづ。従って釈尊当日前測度はまた澗料情1なかったことがわか
る。 BrunoBaumann外／叫吾印訳， 『シルクロー ド見開銀』（ダルンウリ，2003）参照
2G敦埋から出土された資料によると、達磨が伝えた官袈裟’は六抵輪出こ至って当時則天武后が
その袈裟を宮内に置いておいたが、頻りに智説に伝じて供養させたとしづ。この‘信袈裟Pは智
説ー 所寂無相と伝承されたとし、う。韓園｛弗教史人物研究I，『浄衆無昨日曜師』（｛弗教映像曾報
社，1993),pp.408～412 
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2）金欄袈裟の伝衣説
禅宗で伝衣説に着服するようになった背景はど、こにあるので、あろうか。初めて禅宗
で伝衣説を創案した人物は神会（670～762）とみるのが学会の定説である。すなわち神
会の『菩提達摩南宗定是非論』はまさに神会が中国禅宗において達磨以来6祖と継が
れたという法の正統性、つまり慧能の正統性を主張するために伝衣説を創案27したとい
う。尾崎正善は「伝衣説の変遷過程についてjで、中国禅宗において伝衣説は四つの
段階にかけて発展したと主張している。つまり第一段階は神会の『菩提達磨南宗定是
非論』にみられる伝法の証拠として達磨の袈裟授受説の確立と東土［中国］6代伝授の歴
史創作であり、第コ~階は『曹渓大師伝』にみられるもので、東土 6 代だけでなく、
西天［印度］の師子尊者とまで、遡った伝衣説の登場で、ある。第三段階は『六祖壇経』『宝
林伝』に表れたく伝衣説〉と伝法備の共存形態であり、第四段階は『祖堂集』に表れた
伝1封島説の確立とそれ以後の伝持見の衰退と形骸化28としづ。これは中国における伝衣
説の生成・発展及び消滅の過程を言己主しているといえる。
もし実際に達磨が伝えた袈裟が印度一般の比Eたちが着用していた袈裟で、あったと
しても、当時の中国人にとっては達磨大師が釈尊の正法を継承した嫡子として釈尊の
金欄袈裟を持ち帰ったのと同等のような比重として考えられたであろうとしづ推定が
できる。従って、中国初期禅宗史において達磨以来東土6祖の伝灯過程で、伝法の証
拠として袈裟を伝えるとしづ技法が用いられた心理的な背景を見必Eしてはならない。
一方、韓国では釈尊が着用していた袈裟や王から下賜された袈裟をもすべて金欄袈裟
と呼んでいる。しかし中国ではたとえ禅宗でいう伝衣が金欄袈裟であるとは主張しな
いが、これとは区別して王から下賜された袈裟は紫衣と別称している。紫衣とは朝廷
から高僧大徳に授与した紫色の袈裟あるいは法衣29であると定義することができる。中
国仏教史において初めて紫色の袈裟を授与したのは唐の則天武侯の時である。唐の載
初元年（690）、則天武侯は『大雲経』を重訳した功労のある法朗など9人に紫衣を授与
した30としづ。この時以来、紫衣の授与は一般化された。
27尾崎正善氏，「伝衣説のあ葺畠程についてJ,（『駒沢大学大判完封ム教学研究会年報』22,1989), p.27 
28向上，pp.32～33
m陳士強等著中国｛弗教百科叢書6，『倒l港』筆北；悌光文化事業有限公司， 1999),p.329. 
30向上
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3.印度仏教における金欄袈裟
仏教経典において金欄袈裟についての言及は『中阿含経』 「崖曇弥経」にみられて
いる。
我が聞きしこと是の知し。ある日朝弗蒋覇痩［s剥cesu］に遊ひ切網羅衛［Kapilava出u］尼拘類樹園
[Nigr1吋凶 P枇］に在しぬ。その時鷹可簸濯闇鉢提塵劃南［凶凶pajapatiGotami］新しき金纏の
黄色衣を持ち併の所に往詣し悌足に稽首し脚きて一面に住し、白して日く『世尊、この新し
き金纏の黄色衣、我自ら世尊の為に作りぬ。我を慈慰したまふが故に願はくは納受を垂れた
まへ。』世尊告げて日はく『塵曇捕、この衣を持ちて比丘衆に施し、比丘衆に施し己りて、
すなはち我に供養し亦喋に供養せよ。』大生主程曇捕再び三たびに至りて白して日く『世尊、
この新しき金纏の黄色衣、我自ら世尊の為に作りぬ。我を慈慰したまふが故に願はくは納受
を垂れたまへ。』世事亦再び三たびに至りて告げて日はく『塵覇爾、この衣を持ちて比丘衆
に施し、比丘衆に施し己りて、すなはち我に供養し功報に供養せよ。』 31
この経の後半部には布施についての言及が続いている。すなわち七つの布施と十四
の布施について、また四つの布施と三つの清浄なる布施について説明がなされている。
上記の内容をみる限り、果たして釈尊がゴータミから金禰袈裟を受けたか、あるいは
他の人がそれを受けたかについては言及していなし、。
まず袈裟を受けなかった釈尊の立場から言己主された他の経典を調べてみると、 『賢
愚経』巻第 12（波婆離品）には“然れども思愛の心の福贋大ならず” 32と指摘してい
る。従ってこれはゴータミにして他の比丘たちが広く供養を施されるうにした釈尊の
配慮が内在していることがわかる。釈尊は弟子と後援者［布施者］たちに個人的な事情
31『中阿含経』 「塵曇耐豆J巻第47伏正競2,pp.72lc～722a).我聞知是一日寺。｛弗遊稗覇痩。在
力網羅衛尼拘類樹園爾日主摩詞簸酒寄鉢提塵曇禰持新金繰黄色衣往詣｛弗坑稽首悌足。却住一
面。白目。世義此新金纏黄色衣我自為世尊侃慈慰我此願垂納受。世尊告日。塵曇珠持
此衣施比正成施比丘衆巴。便供養我亦供養成
32『賢愚経』巻第12（波婆離品） (jに正臓4,p.434a)然恩愛之心。福不I弘贋。
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によって提供されたものを私有することは出家修行者としては相応しくないというこ
とを覚醒させるためで、あったおということである。
1）金欄袈裟伝来の時間的背景
次には、上記の経典からゴータミが金欄袈裟を伝ずる時間的背景について調べてみ
ることにする。釈尊が成道してから 6年後、王舎城で教化していた時、浄飯王は宰相
の息子であるカールダーイ ［Kaludayi]34をそこに送って釈尊の帰還を請じたとしづ350 
釈尊はその年、雨安居を終ってカピラヴアツスツに帰り、ニグローダ園［Nigro品a’s
Park］に泊っていた。ではここで比丘が信者たちからどうしづ袈裟を受けたかという袈
裟供養の方法について調べることによって、上記の経典に書かれた ‘此新金纏黄色衣’
が本来どんな形態の袈、裟で、あったかを追究してみたし吃思う。すでに比丘が信者から
袈裟を受けるには二つの方法があると説明しておいた。一つは雨安居を終えた比丘た
ちが迦締那衣［功徳衣］を受けること36と、また一つは雨安居を終えた比丘たちに信者が
袈裟の材料となる布地を献上する場合37である。つまり雨安居以後、自恋、を終えて1ヶ
月間、信者が直接功徳衣を作って比丘たちに布施する方法38と布地を信者から受けて比
丘が直接袈裟を作って着用するとし1う方法である。だとすると上記の場合は二つの方
法の中でどこに入るのであろうか。
ゴータミが捧げた袈裟については各経典での説明が異なるが、上から前提した二つ
の袈裟供養方法を基準にして考えると次のごとくである。もし一番目の場合のように
ゴータミが功徳衣を自ら作って釈尊に捧げたので、あれば、これは特別な袈裟で、あって、
おDavidj.Kalupahana外／XH巴訳，下革命家ブP＇／夕、'J]，図書出版めom,2004, p.201勿論『四分
律』には、 八種類の袈裟の布施が挙げられているが、その中に、‘私はこの法衣をある比正に布
施しまずとあるように、指定布施がある。伏正蔵 22,pp.865 c～866a)。
M カールダーイという者は小部『テーラガータ』にも出てくる実存した人物である。また優陀夷
とも呼ばれる。
35『ブ、ツダチャリタ』や『八相鉄』などに記主されているが、正確な帰郷年度は示されていない。
ただ浄飯王が釈尊の帰国を願い、使者を送ったことは史実であろう。
お『四分律』伏正競 22,pp.877c～878a)，『南伝大蔵経』3巻，pp.仏4～445など。
37問伝大識組 3巻，p蛸
羽『四分律』第10巻伏正競22,pp.877c～878a)，または問伝大蔵倒 3巻，pp斜 4～445.。
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金欄袈裟であろうと仮定することができるであろう。 一方、大乗仏教圏では一般的に
信者がー着の袈裟をすでに完成された製品として作り、比Eに布施することを基本と
して考えられている。そのためか、我々は律蔵の中に出てくるz衣’をすでに完成された
袈裟であると解釈する傾向がある。しかし二番目の場合のように、信者が布地を布施
する場合、それらを比丘大衆の人数に合わせて均等に配分しておいて、雨安居が終わ
ったら 1ヶ月にかけて比丘自ずからが袈裟を作るとしづ方法がある39。上記の引用文か
らもし完成した袈裟一着だ、ったとするなら、釈尊がゴータミに対して“この袈裟を比丘
たちに布施した後、釈尊［自身］に供養し、また再び大衆に供養せよ”とは言えなかった
であろう。従って、ゴータミが釈尊のために自ら作った袈裟はすで、に完成されたもの
ではなくて、ただの布地で、あったとみるべきであろう。つまり巻物の布地でなければ
比丘たちに配ることができないからである。幾つかの経典で、は上記の袈裟を憎伽梨’と
する場合もある。しかしここでどれが正しし1かを断定することはできない。
2）金欄袈裟所受の主体
一方、上記の場合を除いて金欄袈裟の供養についての幾つかの記事を調べてみると、
まず第一に、ゴータミが許朝比丘に布施をしたことがわかる。釈尊は袈裟を受けずに
他の比丘たちに供養することを勧めたが、誰もこの袈裟を受ける人がし1なく、最後に
結局は功執比丘が受けたとし 1うことである。この内容は『中阿含経』巻第 13「説本経」、
『仏説古来世時倒、 『宝愚経』巻第 12（波婆離品）、 『雑宝蔵経』巻第4などに同
等の内容が書かれている。
第二に、釈尊が袈裟を受けて弥鞠に下賜したとし寸場合であるが、これは 『大毘婆
沙論』巻第178に、 「（仏は）阿難陀に告げて、汝は我が為めに新の金色衣を覚む可し、
吾れは持して慈氏に輿へんと欲すと言ふJ40とある。第一と第二の内容を比較してみる
39『四分律』第10巻。て正蔵22,p.630) 30捨堕の中、第28項には毘蘭若というバラモンが90日
の安居を終えた釈尊と 500人の弟子たちのために一日夜にかけて食べ物と袈裟を用意したと
ある。釈尊には3衣を、比Eたちには2衣を捧げたとあるが、ここでの衣は袈裟の着数ではな
く、匹［布地の国の概念としてみるのが合理的であろう。なぜなら着れる法衣があれば、これ
らの功徳衣を受けることができないのみでなく、しかも袈裟を受けても貯蔵することができな
し、からである。（大正蔵 22,pp.878 a～879 a) 
40『大毘婆沙論』巻第178（大正識 27,p.894a)汝可為我覚新金色衣。吾欲持輿慈氏
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と、根本的な違いは釈尊が袈裟を受けたか否かという点である。金禰袈裟が弥鞍比丘
に伝えられたという点では同一であるが、最初袈裟を受けた主体が誰で、あったのかと
いう点は相違しているのである。
第三に、釈尊が金欄袈裟を受けて迦葉に伝えたが、この袈裟は弥鞍菩薩が成仏する
まで迦葉に預けたということである。これに関しては中国仏教史において金欄袈裟と
関わり、すでに触れておいた。
3）伝法としての金欄袈裟
一方以上の内容と関連してもう一度考えなければならない問題がある。釈尊が迦葉
に糞掃衣を伝えたという『雑阿含経』巻第41「衆滅怪」をみると、次のようにある。
爾日主世尊為我設民示教昭、喜。示教昭、喜己従座起去。秘方積去。向於住慮。我以百千
慣直衣割載僧油断L四揖為座。爾時。世尊知我至心。慮慮下道。我即敷衣。以為坐具。請
｛弗令坐。世尊即坐。以手摩丸歎言。迦菓此衣軽紙此衣柔執我時白言。如是。世尊。
此衣軽紙此衣柔軟。唯願世尊受我此衣。悌告迦葉。汝首受我糞掃丸我嘗受汝僧幼時も
イ弗即自手授我糞掃納衣。我即奉｛斯曽自蝶。如是漸漸教授。我八日之中。以皐法受於乞食。
至第九日。起於無畢410
上記の内容をみた限り、釈尊が伝法の証しとして迦葉に伝衣をしたということは書
かれていない。この経典は釈尊が入寂してから間もない時に迦葉が阿難を相手にして
釈尊と会い、多子塔の前で教えを聴いた話と覚りの過程を説明するとしづ形式を取っ
ている。この経典によると、迦葉が阿羅漢果を得た後、
我亦如是。為｛弗法子。従｛弗口生。従法化生。得法蝕財f丸融解脱．三昧．正受。不苦方
便自然而得420
と告白している。 しかし上記の内容からみて、覚りの証しとして、または伝法の証拠
として互いに袈裟［僧伽梨］を交換したとは言いきれないのである。
41『紺珂含倒巻第41伏正識2,p.303a) 
42向上。
'11--
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v.結論
これまで、金欄袈裟についての考察を通じて、次のような幾つかの結論に遣すること
ができた。
まず第一に、韓国仏教においては慈蔵法師が中国清涼山から得た釈尊の金欄袈裟を
中心に調べてみたが、この金禰袈裟もまた当時、新羅の文化の中で、なぜそういった
設定を通して袈裟が得られたのかを考察してみた。信仰的な次元から祈祷の報いとし
て加被を受けるとし寸事例は幾多の文献に出てくるところであるが、慈蔵法師が釈尊
の金欄袈裟を得たという設定は慈蔵法師自らの華厳仏国土観による護法・護国的背景
に理由があったと見倣される。金欄袈裟は釈尊が実際に着用していたものなのか否か
という史実の問題よりも、この袈裟が具体的にその文化の中で、どういう儲ljを果た
したかということがもっと重要であると考えられる。従って、慈蔵法師がこの袈裟を
入手できた文化的背景に重点をおいて金欄袈裟の問題に接近したのである。
第二に、中国禅宗においては金欄袈裟よりは伝衣と関わって多くの論議があった。
特に神会は達磨大師が伝えた袈裟に特別な意味を付与し、禅宗の伝法に利用した。こ
うした過程で、この袈裟に現れた中国人の文化史的心理を追究してみた結果、彼らは
達磨大師の袈裟を釈尊の金欄袈裟に相応する袈裟と考えていたことがわかった。なぜ
かといえば、この袈裟は単純に衣服が持つ一般的な意味以外に、袈裟としづ形式を通
じて法という内容を内包させようとする文化的心理を持つからで、ある。従って、中国
から展開した金欄袈裟は玄撲から始まって、中国禅宗の伝灯史において大きな役割を
果たしたのである。
第三に、経論によっては釈尊がゴータミから金欄袈裟を受けた事件を多少詳細に扱
っているが、最も相違している点は、南伝と北伝における内容の相違で、あろう。すで
に調べてみたように、南伝の中にば金欄袈裟’としづ言葉がみられない。しかし、同経
典の北イ云には金欄袈裟にあたる用語がみられる。これは翻訳の過程で現われた文化的
違い、あるいは文化史的背景に起因するのではなし、かと思われる。とりわけ袈裟が材
料による名称ではなく、色相による名称であるという点に注目すると、当時の印度で
一般的に着用していた黄色の袈裟を、中国ではゴータミが釈尊に捧げた袈裟だけを金
欄袈裟と呼んだであろうと考えることができる。
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第四に、糞掃衣であろうが、金欄袈裟であろうが、我々はまず袈裟の本来の意味を
考えなければならない。印度の初期仏教教壇における袈裟に対する規定は厳しかった。
袈裟の授受時期及び方法のみでなく、袈裟の所有数も厳格に規定していたことは諸経
律を通してわかる。初期においては何らかの定まった格式なしに、糞掃衣を用いて修
行に専念することを修行者の思想、と考えていたが、後代になると、教団の構成員が増
えていくにつれ、袈裟は徐々に檀越たちの布施によって供給されるようになった。釈
尊が功徳衣を受容したことは時代の変化による、やむを得ない事情によるものであり、
袈裟の本来精神は糞掃衣の精神からのがれないものといえる。
第五に、中国において皇帝が特定人に対して下賜した‘紫衣’や韓国の場合、特別
な功労を激励するために王から授けられた金欄袈裟は護国仏教が作り出した文化的断
面といえるであろう。
最後に、印度において袈裟はすなわち日常的な衣服の役割を果たしていた。そして
修行者は最も質素な生活で、衣 ・食 ・住だけを解決することを美徳としていた。従っ
て、修行者が金欄袈裟のような華美な衣装を着るということは想像し難いもので、あっ
たので、ある。たとえ釈尊であろうとも、弟子たちには糞掃衣を着用させ、自らは師の
立場であるということで金欄袈裟を着ていたとは考えられない。一方、大乗仏教圏に
おいては袈裟が日常の衣服とは区別され、特別な儀礼 ・儀式の時に着用する礼服とし
ての意味が強し、ため、儀式を荘厳させるとしづ美意識が働き、華美な袈裟が用いられ
るようになった。結局、金欄袈裟と黄色袈裟を着用するということは釈尊に代って不
変の真理である正法を説くとしづ意味として理解されてきた。大韓仏教曹渓宗では質
素な修行者本来の初心を失つてはならないということで、 授戒儀式の時、三師七証以
外には金欄袈裟ではない、壊色（赤褐色）の袈裟を着用している。
古田園田園ー 一ー一ー
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1. 問題の所在
周柔含＜立正大学博士課程＞
説一切有部（sarvastivadin、以下「有部J）の「四善根J(catvari kuねlamUlani;
「！｜慎決択分Jnirvedha-bhagiya）の 「媛J（ロ~magata）に関して、『発智論』には「云
何媛（ii~magata）？答：若於正法、毘奈耶中、有少信愛l。 J 2とある。 『発智論』の
＊以下、略号は通例に従う。
＊なお、本論文に於いては中国の表記方法に準拠した句読や符号を使用した（‘g、
の同等並列を示し、漢文の引用文中で“・”は句の並列を示す）。
l高麗本は「受j と記す、 『大正新情大蔵経』の原注にある宋、元、明三本により「愛J
